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２月１日現在

人 の う ご き

　２月₁₅日からの５日間、第₆₁回鹿児島県下一周市
郡対抗駅伝競走大会が開催されました。鹿児島市長
の号砲で、県内₁₂地区の第１走者が鹿児島市役所前
をスタート。指宿チームはＣクラス優勝を目標に掲
げ、それぞれの選手が郷土の期待を胸に薩摩・大隅
路を駆け抜けました。

₅₃ 区間、588.6㎞を激走
県下一周駅伝競走大会が開催

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,090 人　 （－ 54）
　男　　19,679 人　 （－ 29）
　女　　23,411 人　 （－ 25）
世帯数　19,137 戸　 （－ 32）

　 水道工事当番店

指宿地域
３月１日～２日 ㈲丸山水道工務店☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　３日～９日 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　₁₀日～₁₆日 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉕2222）
　　₁₇日～₂₃日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉓2190）
　　₂₄日～₃₀日 ㈱出口組 　　☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
　　₃₁日～４月６日 ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉒6603）

山川地域
３月  ㈱藏薗組　　 ☎㉟2231
４月  ㈱市山組　　 ☎㉟9321

開聞地域 
３月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228
４月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
３月２日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉒2231
☎㉗1010

３月９日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】橋口医院

☎㉗1177
☎㉟0022

３月₁₆日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】いぶすき内科

☎㉓3291
☎㉓3239

３月₂₁日
（金）

【外科】生駒外科医院
【内科】福元医院（※）

☎㉒3059
☎㉒3053

３月₂₃日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉔2011

３月₃₀日
（日）

【外科】木之下クリニック
【内科】宮薗病院（※）

☎㉓3940
☎㉜2001

４月６日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

項目 薬局名 電話番号月日
３月２日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ケーアイ調剤薬局

☎㉒6343
☎㉗1152

３月９日
（日）

なのはな薬局
しのはら薬局

☎㉔1111
☎㉟2757

３月₁₆日
（日） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

３月₂₁日
（金）

チェリー調剤薬局
ハート薬局

☎㉔3705
☎㉓2377

３月₂₃日
（日） かいもん・トミタ薬局 ☎㉜5234

３月₃₀日
（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516

４月６日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
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市
長
に
豊
留
悦
男
氏
が
再
選

　
　
市
議
会
議
員
20
人
が
決
定

　

市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
が
１
月

26
日
に
告
示
さ
れ
、
２
月
２
日
に
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
長
選
に
は
、
現
職
の
豊
留
悦
男
氏
と

元
市
議
会
議
員
の
下
柳
田
賢
次
氏
の
２
人

が
立
候
補
。
ま
た
市
議
会
議
員
選
に
は
、

定
数
20
議
席
に
対
し
、
22
人
が
立
候
補
し

ま
し
た
。

　

市
議
会
は
、
２
月
12
日
に
臨
時
会
を
開

催
し
、
議
長
に
新
宮
領
進
氏
を
、
副
議
長

に
中
村
洋
幸
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

有
効
投
票　

２
万
４
９
６
６
票　

無
効
投
票　
　
　
　

３
６
５
票　

投
票
率　
　
　
　
　

69
・
79
％

当
１
３
９
７
４　
　
　
　

豊
留　

悦
男

　

１
０
９
９
２　
　
　
　

下
柳
田　

賢
次

　
　
　
　
　
　
　

（
得
票
順
・
敬
称
略
）

有
効
投
票　

２
万
４
９
５
９
票

無
効
投
票　
　
　
　

３
６
６
票

投
票
率　
　
　
　
　

69
・
78
％

当
１
７
８
４　
　
　
　
　

松
下　

喜
久
雄

当
１
６
７
２　
　
　
　
　

恒
吉　

太
吾

当
１
４
７
６　
　
　
　
　

高
田　

チ
ヨ
子

当
１
３
６
２　
　
　
　
　

前
之
園　

正
和

当
１
３
１
６　
　
　
　
　

吉
村　

重
則

当
１
２
０
７　
　
　
　
　

森　

時
德

当
１
１
９
４　
　
　
　
　

浜
田　

藤
幸

当
１
１
５
９　
　
　
　
　

木
原　

繁
昭

当
１
１
５
９　
　
　
　
　

東　

伸
行

当
１
１
４
８　
　
　
　
　

中
村　

洋
幸

当
１
１
２
３　
　
　
　
　

西
森　

三
義

当
１
１
１
４　
　
　
　
　

新
宮
領　

進

当
１
１
０
６　
　
　
　
　

臼
山　

正
志

当
１
０
８
６　
　
　
　
　

下
川
床　

泉

当
１
０
６
２　
　
　
　
　

新
川
床　

金
春

当
１
０
６
０　
　
　
　
　

福
永　

德
郎

当
１
０
３
９　
　
　
　
　

前
原　

六
則

当
１
０
３
８　
　
　
　
　

井
元　

伸
明

当
１
０
０
５　
　
　
　
　

外
薗　

幸
吉

当　

８
３
６　
　
　
　
　

髙
橋　

三
樹

　
　

６
０
７　
　
　
　
　

吉
山　

恒
貴

　
　

４
０
６　
　
　
　
　

大
迫　

一
久　

　
　
　
　
　
　
　

（
得
票
順
・
敬
称
略
）

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
再
び
市
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

広
く
市
民
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、

付
託
に
応
え
る
べ
く
、
誠
意
と
責
任
感
を

持
っ
て
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
「
動
く
」
と
い
う
言
葉
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
こ
の
選
挙
戦
に
臨
み
ま
し

た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
に
「
動
く
」
こ
と
が
、
真
に
豊
か
で

安
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
の
実
現
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
地
方
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
急

激
に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、
地
球
環
境
問
題
や
地
方
分
権
社
会

へ
の
対
応
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
生
活
に
直
結
す
る
市
町
村
に
は
、

地
域
産
業
の
振
興
や
少
子
高
齢
化
対
策
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
住
民

に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
地
方

分
権
の
推
進
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
足
腰
が
し
っ
か
り
と
し
た
行
財
政
運

営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
本
市
の
よ
う
に
農
林
水

産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
自
治
体
に
と
っ

て
は
、
大
き
く
影
響
が
あ
る
と
危
惧
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

指
宿
港
の
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
も

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
事
業
実
施
の

必
要
性
を
関
係
省
庁
に
訴
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
、
第
一

次
指
宿
市
総
合
振
興
計
画
「
後
期
基
本
計

画
」
お
よ
び
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な

す
食
と
健
康
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
指
宿
市
は
幸
い
な
こ

と
に
、
砂
む
し
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
豊

富
な
温
泉
資
源
や
知
林
ヶ
島
な
ど
の
風
景
、

九
州
最
大
の
湖
・
池
田
湖
や
鰻
池
な
ど
の

水
資
源
、
さ
ら
に
は
、
開
聞
岳
の
裾
野
に

広
が
る
畑
作
地
帯
、
天
然
の
良
港
・
山
川

港
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
魅
力
的
な
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
に
光
り
輝
く
未
来
を
創
造

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
を
目
指
し
、
素
晴
ら
し
い
資
源

や
自
然
、
文
化
な
ど
を
最
大
限
に
生
か
し

な
が
ら
市
民
と
行
政
が
互
い
に
力
を
合
わ

せ
、
邁ま

い

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。　

　

今
年
の
干
支
は
午
（
う
ま
）
で
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
能
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
ま
さ
に
駿
馬
の
ご
と
く
輝

か
し
い
指
宿
市
の
未
来
へ
と
坂
道
を
駆
け

上
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
指
宿
づ
く
り
に
向
け
て
、

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
市
長
選
で
は
豊
留

氏
が
２
期
目
の
当
選
を
決
め
、
市
議
会
議

員
選
で
は
20
人
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
、
３
万
６
２
９
５

人
、
投
票
率
は
市
長
選
で
69
・
79
％
、
市

議
会
議
員
選
で
69
・
78
％
で
し
た
。

指
宿
市
長  

豊
留 

悦
男

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

光
り
輝
く
未
来
を
創
造
す
る
た
め
に

議
長
に
新
宮
領 

進
氏
、

副
議
長
に
中
村
洋
幸
氏
を
選
出

市
長
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙

議長
新宮領　進

副議長
中村　洋幸
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Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
特
急
「
指
宿

の
た
ま
て
箱
（
い
ぶ
た
ま
）」が
２

月
４
日
、
指
宿

－

枕
崎
間
を
初
め

て
走
り
ま
し
た
。

　

１
日
限
定
の
貸
し
切
り
イ
ベ
ン

ト
列
車
と
し
て
「
南
薩
の
広
域
観

光
を
盛
り
上
げ
る
起
爆
剤
に
な
れ

ば
」
と
沿
線
３
市
の
観
光
関
係
者

ら
が
要
望
し
実
現
。

　

９
時
44
分
、
指
宿
駅
を
出
発
し

た
「
い
ぶ
た
ま
」
は
、
多
く
の
市

民
や
観
光
関
係
者
ら
に
見
送
ら
れ

一
路
枕
崎
へ
。

　

沿
線
で
も
、
多
く
の
市
民
ら
が

列
車
に
笑
顔
で
旗
や
手
を
振
り
歓

迎
し
ま
し
た
。

　

海
側
を
向
い
た
カ
ウ
ン
タ
ー
席

か
ら
は
、
眼
下
に
広
が
る
山
川
港

や
雄
大
な
開
聞
岳
、
太
陽
の
光
を

受
け
て
照
り
返
す
東
シ
ナ
海
の
眺

望
が
、
乗
客
ら
の
心
を
躍
ら
せ
ま

し
た
。

み
ん
な
の
夢
を
乗
せ

い
ぶ
た
ま
、
南
薩
を
快
走

フラワーパークを元気よく出発

マハロマーケットも同時開催

Ｂ級グルメフェアも大盛況

私の名前合ってる？

ボランティアと笑顔で交流

おにぎりをパクリ 長崎鼻でひと休み

ゴールまであと少し潮風が心地よい海岸線

　

１
月
25
日
・
26
日
、
第
22
回
い

ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ー
チ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
か
い
も
ん
山

麓
ふ
れ
あ
い
公
園
か
ら
の
開
聞
ス

テ
ー
ジ
を
一
新
し
、
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
か
ご
し
ま
か
ら
出
発
す
る
新

し
い
コ
ー
ス
を
設
定
。「
歩
き
た
く

な
る
道
５
０
０
選
」
に
認
定
さ
れ

た
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
に

２
日
間
で
延
べ
１
万
６
１
３
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

25
日
の
山
川
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
３
コ
ー
ス
に

４
１
８
８
人
が
参
加
。
開
聞
岳
や

竜
宮
伝
説
の
伝
わ
る
長
崎
鼻
な
ど

を
巡
る
中
、
沿
道
に
咲
く
菜
の
花

に
足
を
止
め
、
初
春
の
息
吹
を
感

じ
な
が
ら
、
家
族
や
仲
間
と
一
緒

に
自
然
あ
ふ
れ
る
指
宿
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　

26
日
の
指
宿
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

従
来
の
コ
ー
ス
に
加
え
、
親
子
で

気
軽
に
参
加
で
き
る
キ
ッ
ズ
コ
ー

ス
を
新
設
。
潮
騒
・
温
泉
を
望
む

５
コ
ー
ス
に
６
４
２
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
た
エ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

お
い
し
い
特
産
品
の
振
る
舞
い
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な

し
の
ほ
か
、
会
場
付
近
で
は
Ｂ
級

グ
ル
メ
フ
ェ
ア
や
マ
ハ
ロ
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
同
時
開
催
。
大
会
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

いぶすき
第22回

いぶすき
第22回

いぶすき
第22回

いぶすき
第22回 菜の花満開、笑顔も満開、おもてなし満開
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国
は
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、「
人
権
教

育
・
啓
発
施
策
は
継
続
的
・
長
期
的
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
人
権
教
育
・

啓
発
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
の
よ
り
一

層
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
人
権
問
題
に

適
切
に
対
応
し
、
今
後
の
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
、
市
で
は
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
計
画
（
以
下
、
基
本
計
画
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

国
、
県
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
な
ど
と

の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
「
指
宿

市
人
権
教
育
啓
発
事
業
推
進
委
員
会
」
を

中
心
に
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
お
よ
び
本
市
の
人
権
を

取
り
巻
く
状
況
や
、
そ
の
変
化
な
ど
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
の
解
決
や
人
権
尊
重
の
社
会

を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と

協
働
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

基
本
計
画
で
は
、
市
民
生
活
と
深
く
関

わ
り
の
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
人
権

教
育
・
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
上
で
の
取

り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

○
基
本
計
画
の
市
民
へ
の
周
知
お
よ
び
啓

発
活
動
の
推
進

○
企
業
や
地
域
な
ど
が
行
う
人
権
教
育
お

よ
び
啓
発
事
業
の
支
援
・
連
携　

な
ど

保
育
所
な
ど
の
取
り
組
み

○
他
の
乳
幼
児
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
人

権
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
保
育
・
教
育
活
動
の
推
進

○
職
員
に
対
す
る
研
修
の
充
実　

な
ど

学
校
の
取
り
組
み

○
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
な
学
習
内
容
や
指
導
方

法
の
工
夫
・
改
善

○
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り　

な
ど

家
庭
の
取
り
組
み

○
家
族
一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
主
体
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
相
互
に
尊
重
し
合

う
関
係
づ
く
り

○
相
談
機
関
な
ど
の
積
極
的
利
用　

な
ど

地
域
社
会
の
取
り
組
み

○
人
権
に
関
す
る
学
習
会
な
ど
の
機
会
の

提
供

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
体
験
活
動
の
充
実　

な
ど

企
業
・
職
場
の
取
り
組
み

○
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

防
止
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
達
成
な
ど
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

の
積
極
的
な
展
開

○
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
す

る
公
平
な
雇
用　

な
ど

福
祉
施
設
な
ど
の
取
り
組
み

○
入
院
・
入
所
者
な
ど
の
尊
厳
を
守
る
た

め
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
対
応

○
関
係
諸
団
体
と
の
連
携　

な
ど

○
人
権
を
め
ぐ
る
現
状
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と

○
人
権
教
育
・
啓
発
の
取
り
組
み
の
方
向

を
示
す
こ
と

○
行
政
、
学
校
、
企
業
、
民
間
団
体
、
家

庭
お
よ
び
地
域
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

　

私
た
ち
の
周
り
で
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
な
ど
、

多
く
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
、
職
域
そ

の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
通
じ
て
、
市
民

が
そ
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
人
権
尊
重
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
こ
れ
を
体
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
理
念

に
お
い
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
、
次
の
目
標
を
柱
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

○
日
常
生
活
の
中
に
人
権
が
共
存
す
る
社

会
を
目
指
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
の
推

進
○
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
主
体
者
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
個
性
の
違
い
を

豊
か
さ
と
し
て
認
め
合
う
「
人
権
尊
重
」

社
会
の
構
築

人権とは？
　　　　　　　　　　　　私たちは、顔が違
　　　　　　　　　　　うようにそれぞれ個
　　　　　　　　　　　性豊かな人間です。
　　　　　　　　　　　一人ひとりの違う個
　　　　　　　　　　　性をお互いに認め合
　　　　　　　　　　　い、人権を尊重し合
　　　　　　　　　　　うことがとても大切
　　　　　　　　　　　です。ところが、自
　　　　　　　　　 　 由、平等を唱えなが
ら、一方では自分本位な言動で仲間はずれに
したり、いじめたりすることがあります。こ
れは、人の尊厳を傷つけ、幸せを邪魔する差
別行為であり、許されることではありません。
私たちには、このような愚かさを率直に見つ
め、共に支え合うことが求められています。
全ての人々が、個人として、相互に共存し得
る地域社会を実現するためには、一人ひとり
が相手の気持ちを考え、相手を思いやること
が大切です。

VO I C E

　
基
本
計
画
の
推
進

　
実
施
主
体
ご
と
の
推
進

　
計
画
策
定
の
意
義

　
基
本
理
念

　
目　
標

市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画

の
実
現
に
向
け
て

市
人
権
教
育
・

　
啓
発
基
本
計
画
の
概
要

人権擁護委員
中園伸宏さん（二月田）

人権の花運動に取り組んだ山川小学校の児童たち

やさしくね　みんなで　仲良く　幸せ笑顔

市人権教育・啓発基本計画
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女性の人権子どもの人権

障がいがある人の人権高齢者の人権

外国人の人権同和問題

インターネットによる人権侵害
その他の人権問題

　政治・行政・雇用など、多くの分野で女性の参画は依然少ない状況です。「男は仕事、女は
家庭」といった固定的な性別役割分担意識は、女性に家事や子育て、介護の負担を求め、社会
参画を困難にすることがあります。また、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）などは、そ
の人権を侵害する絶対に許されない行為です。
　一人ひとりの人権が尊重される男女共同参画の実現は、重要な課題です。

　少子化の進行、家庭や地域の子育て力の低下など、子どもを取り巻く環境が大きく変化する
中、家庭においては、児童虐待、学校においては、いじめや体罰など、子どもが被害者となる
事件が社会問題となっています。
　子ども自身が人権の主体者であり、同時に他者との違いを個性として尊重し合える環境づく
りを推進する必要があります。

■ 男女共同参画社会についての理解の浸透を図る教育・学習の推進
■ あらゆる機会を捉えた男女共同参画についての広報・啓発の展開
■ 女性の人権を侵害するあらゆる形態の暴力の防止と救済に向けた環境の整備
■ 男女の均等な雇用機会と待遇の確保　など

■ 子どもの人権についての教育・啓発活動の推進
■ 教育・保健・医療・福祉など、関係機関との連携による児童虐待などへの対応の充実
■ 学校・家庭・地域社会との連携による、いじめ・不登校への対応の充実
■ 相談体制の充実　など

■ 障がいがある人の人権についての教育・啓発活動の推進
■ 障がいがある人の就業に関わる支援
■ 社会のバリアフリー化の推進
■ 相談体制の充実　など

■ 外国人の人権についての教育・啓発活動の推進
■ 国際交流の促進
■ 外国人にやさしいまちづくりの推進　など

■ 同和問題についての教育・啓発活動の推進
■ 企業における公正な採用選考の促進　など

■ インターネット利用者の教育・啓発の推進
■ 相談体制の充実　など

■ それぞれの問題に対する正しい理解・認識を広げるための啓発活動の推進　など

　障がいがある人に対する理解や配慮不足から、障がいがある人の自立と社会参加が阻まれて
います。障がいがある人についての正しい知識の普及を図り、互いに助け合いながら暮らせる
社会づくりが大切です。

　高齢者に対して、家庭や介護施設などでの身体的・心理的虐待、経済的虐待や介護の放棄な
どが社会的な問題となっています。「年だから無理」というような高齢者の意見や可能性を無
視せず、高齢者が豊かな経験と知識を持つ者として敬愛されるとともに、自らの意思に基づき
尊厳を持って暮らせる社会づくりが必要です。

　国際化が進む中で、外国人が居住する割合は年々増えてきています。言葉や文化、生活習慣
の違いにより、偏見による差別を受けることがあります。国際的な視野に立って、一人ひとり
の人権を尊重する精神を養う必要があります。

　日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別であり、今なお、結婚差別や差別発言などの
事象が後を絶ちません。
　同和問題を正しく理解し、差別のない社会を目指すことが大切です。

　インターネット上においては、匿名による書き込みが可能なことを悪用して、個人へのひぼ
う中傷、なりすましなどが増加し、いじめや出会い系サイトでの犯罪被害など、深刻な社会問
題となっています。情報発信などにおける個人の責任や情報モラルなどの正しい理解を深めて
いく必要があります。

　その他の人権問題として、以下のような問題があります。
● 犯罪被害者などの人権　● ハンセン病・HIV感染者などの人権　● ホームレスの人権
● 性的少数者の人権　　　● 刑を終えて出所した人の人権　　　  ● アイヌの人々の人権
● 北朝鮮当局による拉致被害者などの人権

問い合わせ先　市民協働課戸籍係　☎㉒2111（内線217）

人権問題の分野別現状　・課題と施策の方向

現
状

現
状現

状

現
状

現
状

現
状

現
状

現
状

施
策

施
策

■ 高齢者の人権についての啓発の推進
■ 高齢者が安心して生活できる社会環境づくりの推進
■ 高齢者の雇用・就業の促進　など

施
策

施
策

施
策

施
策

施
策

施
題

市人権教育・啓発基本計画
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水
　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た

水
道
拡
張
事
業
に
よ
り
、
指
宿
地

域
で
は
１
万
９
６
３
０
㎥
、
山
川

地
域
で
は
６
８
９
０
㎥
、
開
聞
地

域
で
は
３
８
８
０
㎥
の
１
日
最
大

給
水
量
を
確
保
し
、
安
心
し
て
飲

む
こ
と
が
で
き
る
水
を
安
定
供
給

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
飲
む
こ
と
が

で
き
る
水
を
供
給
す
る
た
め
、
ま

た
、
水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合

し
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
保
障
す

る
た
め
、
水
道
法
第
20
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
項
目
（
50
項
目
）
の

検
査
を
年
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
細
菌
や
大
腸
菌
な

ど
９
項
目
の
検
査
を
月
１
回
、
残

留
塩
素
や
色
、
濁
り
な
ど
の
検
査

を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
項
目
と
頻
度
は
、

過
去
３
年
間
の
検
査
結
果
を
基
に

決
定
し
て
い
ま
す
。

■
検
査
地
点

検
査
用
水
の
原
水
は
、
水
源
地

と
取
水
場
で
採
水
し
、
水
道
水

（
浄
水
）
は
、
各
配
水
池
系
統

の
蛇
口
で
採
水
し
て
い
ま
す
。

■
水
質
検
査
方
法

厚
生
労
働
省
の
認
定
登
録
機
関

に
委
託
し
て
検
査
し
て
い
ま
す
。

■
水
質
検
査
計
画
と
結
果

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
水
道
課

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

各
水
源
地
・
取
水
場
の
原
水
の

水
質
は
良
好
で
す
。

　

指
宿
・
開
聞
地
域
の
施
設
で
は

塩
素
滅
菌
処
理
を
、
山
川
地
域
の

施
設
で
は
急
速
ろ
過
処
理
後
、
塩

素
滅
菌
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
浄

水
水
質
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
の
結
果
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

の
表
に
示
し
た
と
お
り
、
水
質
基

準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
手
続

き
が
必
要
で
す
。

○
転
出
や
長
期
不
在
な
ど
で
水
道

の
使
用
を
休
止
す
る
と
き

○
転
入
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
開

始
す
る
と
き

○
水
道
使
用
者
の
名
義
を
変
更
す

る
と
き

○
給
水
装
置
の
所
有
者
の
名
義
を

変
更
す
る
と
き

　

長
期
不
在
な
ど
で
水
道
を
休
止

す
る
場
合
、
メ
ー
タ
ー
器
そ
ば
の

止
水
栓
を
閉
め
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

休
止
中
に
水
量
が
発
生
し
た
場

合
、
使
用
者
ま
た
は
所
有
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

水
道
料
金
は
、
納
期
限
後
１
カ

月
を
過
ぎ
た
場
合
、
督
促
料
と
し

て
１
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
い
場
合
、
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
。

　

二
重
納
付
に
な
ら
な
い
よ
う
、

督
促
状
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

休
止
中
の
漏
水

料
金
納
入
は
納
期
限
内
に

水質検査の結果　　池田水源地（指宿地域）　　小雁渡浄水場（山川地域）　　唐船峡（開聞地域） 

【検査機関】（公社）鹿児島県薬剤師会

　

水
道
料
金
の
督
促
や
給
水
停
止

の
予
告
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

水
道
料
金
を
納
入
し
な
い
場
合
は
、

給
水
を
停
止
し
ま
す
。

　

給
水
管
の
清
掃
や
浄
水
器
の
設

置
・
購
入
を
勧
め
る
業
者
が
市
内

で
営
業
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

水
道
に
関
す
る
疑
問
や
相
談
が

あ
る
人
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
水
に
関
す
る
こ
と

○
水
道
課
工
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
８
６
）

○
山
川
支
所
水
道
課

　

☎
34
１
１
１
６

○
開
聞
支
所
水
道
課

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
４
２
１
）

水
道
料
金
、
各
種
手
続
き
に
関
す

る
こ
と

○
水
道
課
業
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
８
３
）

○
山
川
支
所
水
道
課

　

☎
34
１
１
１
６

○
開
聞
支
所
水
道
課

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
４
２
１
）

給
水
の
停
止

設
置
・
購
入
に
は
ご
注
意
を

定
期
の
水
質
検
査
項
目
と

検
査
頻
度

安
全
で
安
心
な
水
の
供
給

原
水
と

水
道
水
（
浄
水
）
の
状
況

検査項目 検査結果 水質基準 単位池田水源地 小雁渡浄水場 唐船峡
一般細菌 0 0 0 1㎖の検水で形成される集落数が100以下 個 /㎖
大腸菌 検出しない 検出しない 検出しない 検出されないこと －
カドミウムおよびその化合物 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 以下 mg/ℓ
水銀およびその化合物 0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満 0.0005 以下 mg/ℓ
セレンおよびその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
鉛およびその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
ヒ素およびその化合物 0.002 0.001 未満 0.002 0.01 以下 mg/ℓ
六価クロム化合物 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.05 以下 mg/ℓ
シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 0.8 0.1 未満 0.6 10 以下 mg/ℓ
フッ素およびその化合物 0.08 0.09 0.1 0.8 以下 mg/ℓ
ホウ素およびその化合物 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 1.0 以下 mg/ℓ
四塩化炭素 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.002 以下 mg/ℓ
１，４－ジオキサン 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.05 以下 mg/ℓ
シス－１，２－ジクロロエチレンおよびトランス－１，２－ジクロロエチレン 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.04 以下 mg/ℓ
ジクロロメタン 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 以下 mg/ℓ
テトラクロロエチレン 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
トリクロロエチレン 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
ベンゼン 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
塩素酸 0.06 未満 0.06 未満 0.06 未満 0.6 以下 mg/ℓ
クロロ酢酸 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 以下 mg/ℓ
クロロホルム 0.001 未満 0.002 0.001 未満 0.06 以下 mg/ℓ
ジクロロ酢酸 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.04 以下 mg/ℓ
ジブロモクロロメタン 0.001 0.003 0.001 未満 0.1 以下 mg/ℓ
臭素酸 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 mg/ℓ
総トリハロメタン 0.001 0.008 0.001 未満 0.1 以下 mg/ℓ
トリクロロ酢酸 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 以下 mg/ℓ
ブロモジクロロメタン 0.001 未満 0.003 0.001 未満 0.03 以下 mg/ℓ
ブロモホルム 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.09 以下 mg/ℓ
ホルムアルデヒド 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満 0.08 以下 mg/ℓ
亜鉛およびその化合物 0.01 0.01 未満 0.01 未満 1 以下 mg/ℓ
アルミニウムおよびその化合物 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 以下 mg/ℓ
鉄およびその化合物 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.3 以下 mg/ℓ
銅およびその化合物 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 1 以下 mg/ℓ
ナトリウムおよびその化合物 10.2 9.3 9.3 200 以下 mg/ℓ
マンガンおよびその化合物 0.001 未満 0.001 0.001 未満 0.05 以下 mg/ℓ
塩化物イオン 10.1 14.2 9.6 200 以下 mg/ℓ
カルシウム、マグネシウム等（硬度） 37 34 30 300 以下 mg/ℓ
蒸発残留物 92 81 82 500 以下 mg/ℓ
陰イオン界面活性剤 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.2 以下 mg/ℓ
ジェオスミン 0.000001 未満 0.000002 0.000001 未満 0.00001 以下 mg/ℓ
２－メチルイソボルネオール 0.000001 未満 0.000001 未満 0.000001 未満 0.00001 以下 mg/ℓ
非イオン界面活性剤 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.02 以下 mg/ℓ
フェノール類 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.005 以下 mg/ℓ
有機物　※全有機炭素（ＴＯＣ）の量 0.3 未満 0.7 0.3 未満 3 以下 mg/ℓ
ＰＨ値 7 6.9 7.3 5.8 以上 8.6 以下 －
味 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと －
臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと －
色度 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 5 以下 度
濁度 0.2 未満 0.2 未満 0.2 未満 2 以下 度

　市では、安全で安心な水を供給するために水質検査計画を作成し、
水質検査を定期的に行っています。また、計画は検査結果を踏まえ、
毎年見直しを行っています。
　今回行った平成25年度の検査結果などについて、お知らせします。

私たちの一番身近な恵み

小雁渡配水池

10広報いぶすき　３月号2014.３　No.99ⅠBUSUKⅠ11



　

住
所
を
変
更
す
る
時
（
転
入
、

転
居
、
転
出
な
ど
）
は
、
住
民
異

動
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
転

勤
や
就
職
、
進
学
な
ど
で
住
ま
い

が
変
わ
る
と
き
は
、
適
切
な
住
所

変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
住

民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
生
活

の
本
拠
が
あ
る
場
所
を
住
所
と
し

て
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
届
け
出
が
遅
れ
る
と

過
料
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
適
切
な
期
間
内
で
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

本
人
確
認

　

 

届
出
人
（
窓
口
に
来
る
人
）
の

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
運
転
免
許
証
や
被
保
険
者
証
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
旅
券

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
委
任
状

　

 

異
動
す
る
本
人
と
同
じ
世
帯
で

は
な
い
人
（
代
理
人
）
が
届
け

出
る
と
き
は
、
本
人
か
ら
の
委

任
状
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
の
期
間
や
必
要
な
も
の

　

 

住
民
異
動
届
の
届
け
出
の
期
間

や
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
代
理
人
が
届
け
出
る
と
き
は

　

 

異
動
す
る
本
人
か
ら
、
委
任
状

を
預
か
り
、
次
の
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
、
手
続
き
に
来
て
く

だ
さ
い
。

○
異
動
前
後
の
住
所

○
異
動
す
る
人
の
生
年
月
日

○
異
動
年
月
日

○
本
籍
と
筆
頭
者
（
戸
籍
の
１
番

初
め
に
出
て
く
る
人
の
名
前
で
、

亡
く
な
っ
て
い
て
も
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

臨
時
窓
口
を
開
設

　

住
所
異
動
に
関
係
す
る
窓
口
を

臨
時
的
に
開
設
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
30
日（
日
）、
４
月

６
日（
日
）　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分

■
場
所　

市
役
所
指
宿
庁
舎

※
詳
し
く
は
、
３
月
号
お
知
ら
せ

版
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
民
協
働
課
市
民
年
金
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
係

　

☎
34
１
１
１
３
（
内
線
１
１
４
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

住
民
異
動
の
届
け
出

種　　類 届け出の期間 届け出に必要なもの

転
入
届

他の市町村から
指宿市へ引っ越し
したとき 新しい住所に住ん

だ日から₁₄日以内

※新しい住所に住
　む前は手続きで
　きません。

○窓口に来る人の本人確認書類 ※上記参照
○委任状（必要な場合）※上記参照
○前住所地で発行された「転出証明書」
○住民基本台帳カード（持っている場合）
○外国籍の場合：在留カード、特別永住者証明書、旅券

転
居
届

市内で引っ越し
したとき

○窓口に来る人の本人確認書類 ※上記参照
○委任状（必要な場合）※上記参照
○住民基本台帳カード（持っている場合）
○外国籍の場合：在留カード、特別永住者証明書

転
出
届

指宿市から
他の市町村へ
引っ越しするとき

転出予定日の
おおむね
₁₄日前から
※「転出証明書」

を発行します。

○窓口に来る人の本人確認書類 ※上記参照
○委任状（必要な場合）※上記参照
○印鑑登録証（持っている場合）
○住民基本台帳カード（持っている場合）
○外国籍の場合：在留カード、特別永住者証明書

※手続きに手数料は必要ありません。ただし、転出証明書の紛失による再発行は有料です。
※３月下旬から４月にかけては、混雑するため手続きに時間がかかることが予想されます。時間に余裕をもって来庁し

てください。

　　　　業者から「出資しないか」と電話が
あり、その後訪問を受けた。仕組みは分から
なかったが、利率が10～12％との説明を受
け、家族に内緒で自分の小遣いから10万円出
資した。後日約款を読んだところかなりリス

クが高いことが分かった。リスクがあることが分
かっていたら出資していなかった。国の機関で認
められた業者であると言っているが本当か。
（70歳代　男性）

　　　自宅に投資組合から、もうかる
ので投資するよう勧誘の電話がかかっ
てきた。「金融庁に届出を出しているか
ら悪質業者ではない」というが、信用
できるか。（60歳代　男性）

もうけ話に
気をつけて！

くらしのしおり

●「プロ向けファンド」とは、プロ投資家向けに販売・運用が行われ
るハイリスクで複雑な商品ですが、制度上証券会社などのプロが一
人でもいれば一定人数の一般投資家も勧誘できるため、知識や経験
の乏しい高齢者などに販売される場合があり、トラブルが報告され
ています。
●プロ向けファンドの業者は金融庁（財務局）に届け出をしています
が、信用が保証されているわけではありません。
●事例の他にも「必ずもうかる」「元本保証」などと法律に反する説明
をされたり、１千万円以上支払ってしまったりするケースも見られ
ます。
●プロ向けファンドでは、被害回復が難しいケースが多々あります。
取引内容が理解できない場合は、絶対に契約してはいけません。

発行： 独立行政法人国民生活センター
本文イラスト：黒崎玄

転
入
・
転
居
・
転
出
時
は
、
住
所
変
更
の
届
け
出
を

届出業者だから安心？
「プロ向けファンド」のトラブルに注意

事例2

事例1

問い合わせ先
　消費生活センター（商工水産課内）　☎㉒2334（直通）

ひとこと助言

わからなければ
契約しないで契約しないで

見守るくん
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で
す
。

　

さ
て
、
池
田
石
と
山
川
石
に
ま

つ
わ
る
謎
が
あ
り
ま
す
。

　

池
田
湖
が
所
領
地
の
一
部
で
あ

っ
た
今
和
泉
島
津
家
の
墓
地
に
は
、

黄
褐
色
の
石
材
を
加
工
し
た
五
輪

塔
や
石
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。
従
来

の
見
解
で
は
、
山
川
石
を
加
工
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
所
領
地
内
に
あ
る
池

田
石
を
利
用
し
た
可
能
性
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
和
泉
島
津
家
墓
地
の

石
造
物
が
山
川
石
な
の
か
、
あ
る

い
は
池
田
石
な
の
か
、
そ
の
分
析

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
役
所
開
聞
支
所
の
北
側
へ
約

２
㎞
、
苙
口
付
近
の
鬼
門
平
断
崖

層
に
は
、
か
つ
て
弁
財
天
鉱
山
と

呼
ば
れ
る
鉱
山
が
あ
り
ま
し
た
。

　

弁
財
天
鉱
山
は
、
明
治
28
年
に

発
見
さ
れ
、
正
式
に
採
掘
が
許
可

さ
れ
た
の
は
明
治
33
年
で
す
。

　

開
聞
町
郷
土
史
に
よ
れ
ば
、
日

露
戦
争
後
、
頴
娃
郡
の
種
子
田
新

八
、
川
辺
七
郎
左
エ
門
、
井
上
精

一
の
３
人
が
共
同
で
経
営
し
て
い

た
と
あ
り
ま
す
。

　

鉱
山
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
時
期

は
明
治
40
年
前
後
で
、
鉱
山
内
に

コ
ロ
状
に
加
工
さ
れ
た
き
れ
い
な

石
材
が
転
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

斜
面
に
は
池
田
石
を
運
び
出
す
た

め
の
溝
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

池
田
石
は
、
今
か
ら
約
６
０
０

万
年
前
に
堆
積
し
た
岩
の
層
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
九
州
が
中
国
南

部
と
陸
続
き
で
、
日
本
列
島
の
形

が
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
、

中
新
世
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
古
い
時
代
に
出
来

た
池
田
石
は
、
黄
褐
色
を
し
た
加

工
し
や
す
い
石
材
で
、
見
た
目
は

山
川
石
と
区
別
す
る
こ
と
が
困
難

　

市
内
に
は
、
山
川
石
の
他
に
も

多
く
の
石
材
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
か
ら
約
10
万
年
前

に
阿
多
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た

溶
結
凝
灰
岩
や
竹
山
で
見
ら
れ
る

安
山
岩
、
池
田
湖
付
近
で
採
掘
さ

れ
る
池
田
石
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
池
田
石
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
池

田
石
は
、
主
に
池
田
湖
周
辺
の
民

家
の
石
垣
や
井
戸
の
枠
、
生
活
道

具
の
石
臼
や
供
養
塔
な
ど
の
石
材

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
池
田
石
は
、
池
田
湖
の
北

側
に
あ
る
池
田
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪

山
の
崖
面
か
ら
採
掘
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
か
つ
て
の
池
田
石
の
採
掘

場
跡
に
は
、
石
を
採
掘
す
る
た
め

に
打
ち
込
ま
れ
た
ク
サ
ビ
の
四
角

い
く
ぼ
み
が
残
る
壁
面
や
、
サ
イ

は
精
錬
所
も
造
ら
れ
、
活
気
に
満

ち
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

鉱
石
は
俵
に
詰
め
ら
れ
、「
ダ
シ

ゴ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
数
台
の
山
車

で
、
毎
日
の
よ
う
に
川
尻
港
ま
で

運
び
だ
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
大
正
に
入
る
と
徐
々

に
採
掘
が
不
振
と
な
り
、
精
練
も

中
止
さ
れ
、
昭
和
18
年
の
金
鉱
業

整
備
令
で
休
山
と
な
り
ま
し
た
。

弁
財
天
鉱
山
に
は
、
幅
30
㎝
か
ら

１
・
２
ｍ
ほ
ど
の
鉱
脈
が
あ
り
、

中
に
は
、
金
の
含
有
量
が
15
ｇ
／

ｔ
に
達
し
た
鉱
脈
が
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
18
年
の
休
山
ま
で
、
採
掘

鉱
量
は
２
・
７
万
ｔ
、
金
１
３
９

㎏
、
銀
22
・
１
ｔ
が
採
掘
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
弁
財
天
鉱

山
は
昭
和
27
年
に
採
掘
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
出
水
に
よ
っ
て
採

掘
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
31
年
に

閉
山
し
ま
し
た
。

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
99

　

男
女
平
等
や
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
、
法
制
度
は
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、「
男
性
は
仕
事
、
女

性
は
家
庭
」
と
い
っ
た
男
女
の
役

割
を
固
定
的
に
捉
え
る
意
識
が
社

会
に
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
家
庭
や

職
場
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
男
女

差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

性
別
に
よ
る
差
別
的
対
応
は
、

女
性
の
自
由
な
経
済
的
・
社
会
的

活
動
な
ど
を
制
限
し
、
個
人
の
能

力
発
揮
と
幸
福
追
求
の
自
由
と
権

利
を
阻
む
も
の
で
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員

と
し
て
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
個
性
に

応
じ
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で

き
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

参
画
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

女
性
の
人
権

石
切
り
場
に
残
る
面
影
と

　

活
気
に
満
ち
て
い
た
鉱
山

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
94

池
田
石

弁
財
天
鉱
山
跡

弁財天鉱山跡遠景

池田石を利用した石臼

　

「
い
ぶ
た
ま
」
な
ど
へ
の
旗
振

り
や
手
振
り
、
高
校
生
ら
の
お
茶

の
振
る
舞
い
、
す
れ
違
う
観
光
客

へ
子
ど
も
た
ち
が
交
わ
す
元
気
な

あ
い
さ
つ
な
ど
、
市
内
の
至
る
所

で
お
も
て
な
し
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
を
訪
れ
た
観
光
客
か
ら
は
、

指
宿
で
の
お
も
て
な
し
に
、
喜
び

や
感
動
の
声
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
旅
行
は
、
観
光
素
材
を

体
験
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の

人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
訪
れ
た
旅
先

で
の
お
も
て
な
し
な
ど
が
、
再
度

訪
れ
て
み
た
い
場
所
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
一
つ
の
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
本
市
で
は
い
ぶ
す

き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
培
わ

れ
た
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
し

っ
か
り
と
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
で
は
、
こ
の
お
も
て

な
し
の
心
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
根
付
く
よ
う
に
と
、
市
内
の
小

学
３
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対

象
と
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
製
作

し
、
配
布
し
ま
し
た
。
指
宿
が
日

本
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
こ
と
や
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
素
材
が
数
多
く

あ
る
こ
と
を
ま
ず
知
っ
て
も
ら
い
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
「
指
宿
フ
ァ

ン
」
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
願
い
か
ら
で
す
。

　

市
民
が
一
体
と
な
っ
た
お
も
て

な
し
を
す
る
こ
と
で
、
今
以
上
に

多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
、

市
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
元
気
に

な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
で
き
る
人
が
、
で
き

る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
実
践
し

て
、
無
理
の
な
い
お
も
て
な
し
か

ら
始
め
、
一
人
で
も
多
く
の
「
指

宿
フ
ァ
ン
」
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
室
観
光
企
画

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

お
も
て
な
し
の
心
が
ま
ち
を
元
気
に

33
いぶすき
だれでも
おもてなし
ガイドブック
G u i d e  b o o k  t h a t  c a n  b e  w e l c o m e  a n y o n e

イブスキに

来た人を皆
で

もてなそう
!

お

も

て な
し

問い合わせ先　市長公室健幸戦略係　☎㉒2111（内線123）

２コースを設定 夜間も安心・安全

街灯を整備　　　　　　　　　　　　　　　　　

市営野球場

コンビニエンスストア なのはな館

駐車場

市営陸上
競技場

200m

400m

800m1400m 1200m

1000m

1200m

1400m

1600m

600m

ハロー
ワーク

街灯整備区間
往復2.8㎞コース
往復3.2㎞コース

スタート
健幸ロードマップ

みんなで
一緒に歩こうよ！
みんなでみんなで
健幸ロードを整備しました

　市営陸上競技場からなのはな館周辺の歩道を
指宿市健幸ロードとして整備しました。
　２つのモデルコースを設定し、距離を示した
路面シートを配置してあります。また、夜間で
も歩きやすいように、一部街灯を新設しました。
快適なウオーキングで健幸づくりしませんか。
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こ
こ
数
年
、
火
山
灰
を
利
用
し

て
魚
の
干
物
を
熟
成
さ
せ
る
「
灰

干
し
」
と
い
う
古
く
か
ら
伝
わ
る

製
法
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
灰

干
し
は
、
天
日
や
機
械
干
し
な
ど

と
は
異
な
り
、
日
光
や
空
気
に
極

力
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
鮮
度
を
保
ち
な
が
ら
ふ
っ

く
ら
と
し
た
干
物
に
仕
上
げ
ら
れ

る
利
点
が
あ
る
と
い
う
。

　

川
尻
漁
港
の
近
く
で
加
工
場
を

構
え
る
㈲
浜
上
水
産
で
は
、
こ
の

製
法
を
生
か
し
た
魚
の
干
物
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
、
ス
ー
パ

ー
や
小
売
店
に
下
処
理
し
た
鮮
魚

の
切
り
身
の
販
売
を
し
て
き
た
が
、

大
型
店
舗
の
進
出
に
お
さ
れ
会
社

の
経
営
に
不
安
が
出
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
経
営
の
強
化
を
図

ろ
う
と
、
浜
上
剛
さ
ん
（
写
真
右
）

と
弟
の
豊
和
さ
ん
が
新
た
に
試
み

た
の
が
灰
干
し
だ
。

　

独
学
で
灰
干
し
の
技
術
を
学
び
、

何
度
も
試
作
を
繰
り
返
し
た
。
そ

し
て
１
年
掛
け
て
よ
う
や
く
納
得

の
い
く
商
品
が
完
成
す
る
。
２
人

は
そ
れ
に
「
薩
摩
の
灰
干
し
」
と

名
付
け
た
。

　

薩
摩
の
灰
干
し
は
、
塩
漬
け
し

た
魚
の
切
り
身
を
陰
干
し
に
し
た

後
、
特
殊
な
セ
ロ
ハ
ン
と
綿
布
で

く
る
み
、
そ
れ
を
殺
菌
し
た
桜
島

の
火
山
灰
で
包
み
込
み
低
温
冷
蔵

で
じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
せ
る
。
火

山
灰
が
セ
ロ
ハ
ン
や
綿
布
を
通
し
、

魚
の
臭
み
や
余
分
な
水
分
を
吸
収

す
る
。
さ
ら
に
熟
成
の
過
程
で
多

く
の
タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
・
変
化

し
、
旨
み
の
カ
ギ
と
な
る
ア
ミ
ノ

酸
な
ど
が
作
ら
れ
る
こ
と
で
、
魚

の
お
い
し
さ
が
一
層
引
き
出
さ
れ

る
と
い
う
。

　

ま
た
、
材
料
と
な
る
魚
の
小
骨

を
丁
寧
に
抜
き
取
り
、
食
べ
や
す

く
す
る
な
ど
手
間
を
惜
し
ま
な
い

作
業
が
お
い
し
さ
を
引
き
立
て
て

い
る
。
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
商

談
会
で
も
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
評
価

は
高
く
、
県
外
へ
の
出
荷
が
進
ん

で
い
る
。
ま
た
昨
年
の
県
漁
業
振

興
大
会
第
47
回
水
産
物
品
評
会
で

は
、
見
事
、
鹿
児
島
県
知
事
賞
を

受
賞
し
た
。

　

現
在
は
サ
バ
や
カ
マ
ス
、
カ
ツ

オ
の
腹
皮
な
ど
灰
干
し
商
品
の
種

類
を
増
や
し
、
ま
た
レ
ン
ジ
で
簡

単
に
調
理
で
き
る
「
鰤
の
あ
ら
炊

き
」
な
る
商
品
も
販
売
。

　

「
今
は
何
が
ヒ
ッ
ト
す
る
か
分

か
ら
な
い
時
代
で
す
。
灰
干
し
の

技
術
を
生
か
し
て
、
新
た
な
商
品

開
発
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
、
２
人
は
商
品
開
発
の
手
を
緩

め
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

火山灰が引き出す
　　　　　魚の旨

うま

み
　　　　　　　　－薩摩の灰干し－

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
で
き
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
家
庭
な
ど
か

ら
出
る
清
涼
飲
料
・
し
ょ
う
油
・

酒
類
・
乳
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
、
識
別
表
示
マ
ー
ク
が
付
い
た

も
の
で
す
。

回
収
す
る
こ

と
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し

て
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
と
き
は

ふ
た
と
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
き
、
水

で
軽
く
す
す
い
で
乾
か
し
、
つ
ぶ

さ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
資

源
化
で
き
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、

選
別
に
掛
か
る
経
費
負
担
も
増
加

し
ま
す
の
で
、
汚
れ
は
取
り
除
い

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

水
洗
い
し
て
も
汚
れ
の
落
ち
な
い

も
の
は
「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
取
り
除
い
た
ふ
た
と
ラ

ベ
ル
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ボ
ト
ル
に
残
っ
た
リ
ン
グ

を
外
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
衣
料
品
や
防
草

シ
ー
ト
、
卵
パ
ッ
ク
と
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑩

  

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
分
別

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

ふたとラベルは取り除き、プラスチック製容器包装
として分別

 
 
 

   

 

　新たな分別品目については、しばらくの間、
燃えないごみの日に各地区のゴミステーショ
ンに出しても構いませんが、環境にやさしい
ごみ処理を推進するため、なるべく資源・有
害ごみとして出すよう協力をお願いします。

常設収集所へ出せない人は

　市では資源循環型社会を推進するため、ごみ減量に向けたさまざまな取り組みを進めています。これまで

「燃えないごみ」としていた、スプレー缶やカセットボンベ、小型家電を新たな「資源ごみ」として分別し、

再生可能な資源として収集します。また、蛍光灯、乾電池を「有害ごみ」として分別収集します。 

ス

「

●可燃性ガスを含んでいますので、必ず使い切った後、缶に
　穴を開けて出してください。
●簡単に取り外せるキャップなどは外して出してください。
●各地区の立会い収集所、常設収集所のどちらでも回収しま
　す。コンテナを準備しますので、係員の指示に従ってくだ
　さい。

  

 

注意 家電リサイクル対象品目は出せません！　例：パソコン、エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機など

●30㎝以下の家電商品が対象です。ただし、ＣＤやビデオテ
　ープは対象外です。
●簡単に取り外せる乾電池などは外して出してください。
●常設収集所で回収します。コンテナを準備しますので、係
　員の指示に従ってください。 

 

 

 

 

蛍光灯・乾電池を「有害ごみ」として集めます。蛍光灯・乾電池を「有害ごみ」として集めます。蛍光灯・乾電池を「有害ごみ」として集めます。

小型家電（30㎝以下のもの）を「資源ごみ」として集めます。小型家電（30㎝以下のもの）を「資源ごみ」として集めます。小型家電（30㎝以下のもの）を「資源ごみ」として集めます。

スプレー缶、カセットボンベなどを「燃えないごみ」から
「資源ごみ」として集めます。
スプレー缶、カセットボンベなどを「燃えないごみ」から
「資源ごみ」として集めます。
スプレー缶、カセットボンベなどを「燃えないごみ」から
「資源ごみ」として集めます。

●蛍光灯は割らずにそのまま出してください。割れてしまっ
　た蛍光灯は紙で包んで「燃えないごみ」で出してください。
●常設収集所で回収します。コンテナを準備しますので、係
　員の指示に従ってください。
※充電式乾電池やボタン電池、水銀電池などは回収できません。

 

 

 

問い合わせ先
　環境政策課生活衛生係　☎㉒2111（内線245）

４月からの
資源・有害ごみ資源・有害ごみ

　各地域の常設収集所は次のとおりです。

必ず穴を開けてください必ず穴を開けてください

指宿地域　 指宿庁舎敷地内　 ８：00～19：00（毎日）

山川地域　 山川ごみ処理場　 ８：30～17：00（月～金）　　　　   　　　　　　　　  ８：30～12：00（土）
開聞地域　 開聞庁舎敷地内　 ９：00～17：00（毎日）

場　　　　所 開　設　時　間

特産品
シリーズ
VOL.9
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　１月14日、テレビ朝日のコメンテーターの三反園
訓さん（北十町出身）が、市観光大使に任命されま
した。報道記者として歴代の首相や政治家などの取
材経験を生かし、現在は政局動向の解説や全国各地
で講演会を開催するなど活躍中です。三反園さんは、
「とても名誉なことで光栄に思う。１人でも多くの
人に指宿に来ていただけるよう一生懸命ＰＲしてい
きたい」と抱負を話しました。

　１月18日、「無線検疫港」に指定された山川港に対
象船が初入港し、同港で20日、記念式典が行われま
した。市や漁業関係者ら約50人が出席し、関係者に
花束が贈呈され、無線検疫港の船出を祝いました。
第１船は、中西部太平洋で操業した静岡県の海外巻
き網漁船「第二はやぶさ丸」。西村和晃船長は、「山川
港の無線検疫港指定は、乗組員の安全確保やコスト
削減につながるので大変うれしい」と話しました。

　１月19日、利永区の伝統行事「メンドン」が行わ
れました。多くの地域住民が集まる中、利永神社か
ら出発した伊勢講のみこしの後ろから、奇抜な衣装
のメンドンが登場。メンドンは、ヘグロ（スス）が
付いたダイコンを集まった人の顔に塗りつけて、無
病息災を願いました。利永小５年生の坂口功斗さん
（市山上）は、「いろいろな種類のメンドンがいてお
もしろかったです」と笑顔で話してくれました。

　１月26日、県地区対抗女子駅伝競走大会が霧島市
で開催され、県内12地区の女性ランナーが早春の霧
島路で健脚を競いました。レースは隼人運動場から
国分下井までの往復６区間を中学生から一般までの
６人でリレー。沿道では大勢の観客らが横断幕や旗
を振り、選手を応援していました。指宿チームは序
盤の遅れを取り戻せず結果11位となりましたが、熱
い思いのこもったタスキを懸命につなぎました。

豊 富な人脈でＰＲを

港 の再興やにぎわい創出へ

ヘ グロ塗られ無病息災

ふ るさとの思いタスキに

三反園氏を観光大使に任命

無線検疫港指定後、対象船が初入港

利永区の伝統行事「メンドン」

県地区対抗女子駅伝が開催

委嘱状を受ける三反園さん（右）

歓迎の花束を受け取る西村船長

メンドンに囲まれヘグロを塗られる子ども

各選手がチームの思いを胸にスタート

　文芸いぶすき第８号が昨年末に刊行されました。
その投稿者の中の１人、園田實則さん（玉利）は98
歳の今も元気に執筆活動を続けています。指宿図書
館の下吹越かおる館長は、その執筆活動に敬意を表
し、１月30日、園田さんが入所する千寿園を訪れ新
刊を手渡しました。園田さんは、「書くことは小さい
ころからの趣味で長生きの秘けつ。夢は100歳の長
寿番付に載ること」と元気に話してくれました。

長 寿番付に載るのが夢
98歳の執筆活動に敬意

新刊を受け取る園田さん（右）

渡瀨スミさん

　このたび４人が満100歳を迎え、市と市社会福祉協
議会は祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　松山ム子さん（西元）は１月12日生まれで、現在、
グループホームかいもんで元気に過ごしています。長
寿の秘けつを尋ねると、「食べ物に好き嫌いがなく、何
でもよく噛

か

んで腹八分の食事をすることでしょうか」
（松山さんの親族）と話してくれました｡
　宮崎富枝さん（川尻西）は１月24日生まれで、現在、
赤﨑病院で穏やかに過ごしています。長寿の秘けつを
尋ねると、「戦中戦後の長い期間、質素ながらも食生活
が良かったことでしょうか」（宮崎さんの親族）と話し
てくれました｡
　髙田シヅヱさん（高野原）は１月25日生まれで、現
在、田畑クリニックで穏やかに過ごしています。長寿
の秘けつを尋ねると、「一人気ままな生活をして、くよ
くよしない性格だからでしょうか」（髙田さんの親族）
と話してくれました｡
　渡瀨スミさん（摺ヶ浜南）は１月26日生まれで、現
在、菜の花苑で元気に過ごしています。長寿の秘けつ
を尋ねると、「何事にもくよくよしない性格だからでし
ょうか」（渡瀨さんの親族）と話してくれました｡
　皆さん、いつまでも元気で長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

宮崎富枝さん

髙田シヅヱさん

松山ム子さん
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

特産品を味わう観光客ら

園児の攻撃に耐える鬼も必死

　１月31日、旧暦の正月にあたる「春節」を祝う春
節フェスティバルがＪＲ指宿駅前で開かれ、多くの
外国人観光客らでにぎわいました。中国や台湾など
では１年で最も重要な日とされる春節。中華圏から
の観光客誘致を図るため、市観光協会が中心となり
開催。焼酎や豚汁などの振る舞いや迫力ある和太鼓
の演奏、またフラも披露され、指宿らしい春節を演
出しました。

　２月３日、利永保育所で節分の豆まきが行われま
した。園児たちが歌を歌っている中、市青年団員が
ボランティアとして赤鬼と青鬼に扮装し登場。鬼が
来ることを知らなかった園児たちは、突然の出来事
にびっくり仰天。先生の後ろに隠れて泣き叫ぶ子や
果敢にも鬼に向かって豆を投げつける子などさまざ
ま。東竜輝ちゃん（麓下）は、「怖かったけど、鬼を
退治できてよかった」と涙ながらに話しました。

南 国ムードで春節を祝う

泣 きながら鬼は外

春節フェスティバルが開催

節分に市青年団員が鬼に扮
ふん

装

紙人形劇を楽しむ園児たち

　１月30日、柳和幼稚園で指宿高校の３年生44人が、
読み聞かせ会を催しました。生徒たちが絵本を参考
に作った紙人形劇に園児たちは大喜び。また、手遊
びなどで触れ合い、生徒たちも園児たちと一緒にな
って満面の笑みを浮かべていました。田之畑真実さ
ん（垂門）は、「子どもたちとコミュニケーションを
とるのが難しかったけど、楽しかったです」と笑顔
でした。また翌日は、柳田小でも開催されました。

笑 顔あふれる交流会
指高生が読み聞かせ会を開催

　１月31日、川尻小の５年生11人が、地域の特産品
を調べ、その具材を使った「川尻駅弁づくり」に挑
戦しました。オクラやサツマイモなどを使って、オ
クラの豚肉巻きやスイートポテトなどをつぎつぎと
調理。弁当箱にきれいに盛り付けられた「駅弁」が
出来上ると、児童たちは満足そうでした。池ノ上春
菜（川尻中）さんは、「初めての弁当作りで楽しかっ
た。家でも作ってみたい」と笑顔でした。

地 元食材を学んで作る
川尻小で駅弁づくり

彩り豊かなお弁当が完成

　１月に行われた全日本バレーボール高等学校選手
権大会で、準優勝を果たした鹿児島商業高校の徳重
一昭監督と主将の清田一磨さんが２月７日、大会の
報告に豊留市長を訪れました。徳重監督は一昨年ま
で南指宿中で教鞭

べ ん

をとり、また清田さんは同校の卒
業生です。清田さんは、「たくさんの人にサポートし
てもらって感謝しています。後輩たちには『全国の
てっぺん』を取ってほしい」と話してくれました。

市 長に準Ⅴを報告
県勢初の春高バレー準優勝

報告に訪れた徳重監督（左）と清田さん（中央）

　南国指宿に、今年も多くのプロサッカーチームや実
業団などが合宿に訪れました。岡山湯郷ベルが１月21
日から５日間、柏レイソルが１月27日から12日間、合
宿を行いました。本市出身の福元美穂選手が所属する
岡山湯郷ベルの種田佳織監督は、「昨年に引き続きすば
らしい環境とお出迎えに感謝します。このキャンプが、
より一層実りあるものにしたい」と合宿の意気込みを
話しました。
　また、浦和レッドダイヤモンズが２月６日から11日
間、Ｈｏｎｄａ女子ソフトボール部が２月10日から９
日間、合宿を行いました。今年で６年連続15回目の合
宿となる浦和レッドダイヤモンズのミハイロ・ペトロ
ヴィッチ監督は、「すばらしい環境のもとでいいキャン
プをして、今年はタイトルを取りたい」と抱負を話し
ました。
　県や市、市内の各種団体などは、フルーツや市の特
産品であるソラマメ、勝武士ラーメンなどを贈呈し、
選手らを歓迎しました。

特 産品で選手たちを激励
４団体にスポーツ合宿奨励品などを贈呈

柏レイソル

岡山湯郷ベル

浦和レッドダイヤモンズ Honda女子ソフトボール部
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仲
間
た
ち
と
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
健
幸
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

３
月
16
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料

○
大
人　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
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込
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で
く
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さ
い
。

■
申
込
締
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３
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日（
木
）

申
し
込
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・
問
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合
わ
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先

健
幸
ふ
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あ
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パ
タ
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ゴ
ル
フ

運
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（
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麓
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あ
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公
園
内
）
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６
６
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百
名
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あ
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開
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岳
」
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全
祈
願
祭
を
兼
ね
た
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山
会
を
開
催
し
ま
す
。
頂
上
か
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は
、
池
田
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や
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崎
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、
錦
江

湾
に
浮
か
ぶ
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島
を
は
じ
め
、
硫

黄
島
や
竹
島
な
ど
、
南
の
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々
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
全
祈
願
祭
終
了
後
に
は
、
開

聞
岳
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
会
員
と
一
緒

に
登
山
し
な
が
ら
、
開
聞
岳
に
ま

つ
わ
る
誕
生
秘
話
や
歴
史
、
開
聞

岳
に
自
生
す
る
植
物
な
ど
に
つ
い

て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

３
月
16
日（
日
）９
時
〜

※
受
付　

８
時
30
分
〜

■
集
合　

か
い
も
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山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
中
央
管
理
棟
前

※
申
し
込
み
は
不
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で
す
。

■
参
加
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無
料

問
い
合
わ
せ
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ト
ロ
コ
ニ
ー
デ
開
聞
岳
登
山
大

会
実
行
委
員
会
（
か
い
も
ん
山

麓
ふ
れ
あ
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公
園
内
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☎
32
５
５
６
６

　

平
成
25
年
度
比
島
戦
没
者
慰
霊

祭
を
行
い
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す
。
フ
ィ
リ
ピ
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戦
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れ
た
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万
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千
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御
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慰
め
、
恒
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願
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誰
で
も
自
由
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加
で
き
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年
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
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訪

れ
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す
。

■
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時　

３
月
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日（
木
）12
時
40

分
〜
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時
30
分

■
場
所　

花
瀬
望
比
公
園

※
雨
天
時
は
、
開
聞
総
合
体
育
館

■
駐
車
場　

一
般
車
は
開
聞
総
合

体
育
館
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
た
だ
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
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い
る
人
お

よ
び
車
い
す
を
使
用
す
る
人
が

同
乗
し
て
い
る
場
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は
、
会
場
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辺
の
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

駐
車
で
き
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す
。

問
い
合
わ
せ
先
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市
社
会
福
祉
協
議
会
開
聞
支
所

　

☎
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４
８
７
７

○
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支
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市
民
福
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３
１
１
１
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線
１
７
１
）
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日
）

※
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宿
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■
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定
）
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７
㎞
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参
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０
０
円

○
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１
２
０
０
円

※
弁
当
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保
険
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含
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■
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込
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電
話
で
申
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ん

で
く
だ
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い
。

■
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込
締
切
日　

３
月
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木
）
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時
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申
し
込
み
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光
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事
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担
当
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森
）
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㉒
３
２
５
２

○
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宿
総
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館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
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市
観
光
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会
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オ
ー
キ
ン
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協
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務
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担
当
・
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森
）

☎
㉒
３
２
５
２

市
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域
女
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会
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県
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行
う
「
世
話
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。
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日
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〜
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フ
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ク
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ご 
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ま
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１
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円
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入
場

料
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む
）

■
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人

■
対
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〜
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代

■
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募
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話
か
Ｆ
Ａ
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で
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で
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だ
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。

※
定
員
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り
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第
、
締
め
切
り

ま
す
。

応
募
・
問
い
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先

市
地
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性
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連
絡
協
議
会

世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
係

上
村
悦
子

☎
０
９
０-

３
０
７
４-

５
０
７
３

FAX
32
２
３
２
４

催
し

ト
ロ
コ
ニ
ー
デ
開
聞
岳

山
開
き

比
島
戦
没
者
慰
霊
祭

と
っ
て
お
き
「
お
花
見
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
オ
ー
ク

「
結
い
の
集
い
」
の

参
加
者

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

4月
2014

27 28 29 30

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
　 　 25 26 27 28 29

3月
2014

23
30

24
31

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

　南薩広域観光の拠点として、砂むしの里「交流の広場」が開園します。市では開園を記念し、セレモニーや
オープニングイベントを開催します。地元通り会やかいゑい漁協、南薩４市による物産市「南薩マルシェ」や
ガラポン抽選会などが行われます。

砂むしの里
『交流の広場』OPEN

砂むし会館「砂楽」の隣場 所

3月15日（土）9：30～15：00日 時

■駐車場　砂むし会館「砂楽」の駐車場を利用してください。
※駐車台数には限りがあります。
問い合わせ先　市長公室企画調整係　☎㉒2111（内線127）

先着1000人
ガラポン抽選券

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

募
集

○
郵
送

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
健
康
増
進
課
地
域
保
健

係
○
FAX
㉗
１
２
０
０

○
メ
ー
ル　

shim
in-kenko@

city.
ibusuki.lg.jp

○
直
接
持
参

健
康
増
進
課
ま
た
は
指
宿
保
健

セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
山
川
・
開

聞
支
所
市
民
福
祉
課

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

■
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど

は
「
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ
い

て
取
り
扱
い
、「
指
宿
市
健
康
増

進
計
画
（
改
定
版
）」策
定
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
に
対
す
る
回
答
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
地
域
保
健
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
８
）

抽選券
ガラポン抽選会を開催します。
本券１枚で１回抽選できます。
抽選は10時からです。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

　

市
で
は
、
平
成
20
年
に
策
定
し

た
「
指
宿
市
健
康
増
進
計
画
」
の

中
間
評
価
を
行
い
、
平
成
29
年
度

ま
で
の
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

に
基
づ
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

多
く
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
の
場
所

○
健
康
増
進
課
、
指
宿
保
健
セ
ン

タ
ー

○
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp/

■
意
見
な
ど
の
募
集
期
間

３
月
１
日（
土
）〜
31
日（
月
）

必
着

■
意
見
な
ど
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
所
定
の
様
式
は
、
公

表
の
場
所
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
あ
り
ま
す
。

指
宿
市
健
康
増
進
計
画

　
　
　
　
　
　「
改
定
版
」（
案
）

原
案
に
ご
意
見
を オープニングイベントを開催

OPENOPEN
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Information情 報 掲 示 板

　　

道
の
駅
山
川
港
活
お
海
道
で
は
、

朝
市
直
売
ゾ
ー
ン
に
出
店
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
・
団

体
は
問
い
ま
せ
ん
。
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格　

経
営
し
得
る
十
分

な
資
力
、
信
用
お
よ
び
管
理
運

　

営
能
力
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人
。
市
外
の
業
者
も
可
能
で

す
。

■
利
用
区
画　

１
区
画
（
２
・
７

ｍ
×
２
・
７
ｍ
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
山
川
港
活
お
海
道

　

☎
㉗
６
５
０
７

　　

道
の
駅
い
ぶ
す
き
彩
花
菜
館
で

は
、
レ
ジ
業
務
や
品
出
し
な
ど
店

舗
の
運
営
に
携
わ
る
販
売
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
条
件　

１
日
に
つ
き
５
〜

６
時
間
程
度
働
け
る
人

■
時
給　

６
８
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
い
ぶ
す
き
彩
花
菜
館

　

採
用
担
当
係

　

☎
㉗
９
０
２
２

　

道
の
駅
い
ぶ
す
き
彩
花
菜
館
で

は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
生
鮮
品

（
農
水
産
物
な
ど
）
や
地
域
の
特

産
品
の
出
荷
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
出
荷
に
当
た
っ
て
は
、

入
会
金
、
年
会
費
、
販
売
手
数
料

が
必
要
で
す
。

■
入
会
金
・
年
会
費
・
販
売
手
数

料
■
出
荷
時
間　

７
時
〜
８
時
30
分

※
生
鮮
品
の
売
れ
残
っ
た
品
は
出

荷
日
か
翌
日
の
出
荷
時
間
内
に

引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
出
荷
数
な
ど
の
制
限　

１
人
７

品
目
以
内
で
、
１
品
当
た
り
30

点
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

開
聞
岳
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
で
は
、

開
聞
岳
の
四
季
を
通
じ
て
登
山
案

内
を
す
る
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名　
　
　

■
活
動
内
容　

開
聞
岳
の
登
山
案

内
お
よ
び
開
聞
岳
の
歴
史
や
自

生
す
る
植
物
な
ど
の
説
明

■
年
会
費　

１
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

開
聞
岳
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公

園
内
）

　

☎
32
５
５
６
６

　

３
月
30
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る

「
九
州
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
指
宿
か
い
も
ん
」
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ

ん
。
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
14
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

九
州
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
指
宿
か
い
も
ん
実
行
委
員
会

事
務
局
（
観
光
課
観
光
交
流
係

内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

フ
ェ
ス
タ
会
場
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活い

お
海
道
の

テ
ナ
ン
ト
出
店
者

彩さ

か

な
花
菜
館
の
従
業
員

開
聞
岳
の

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
会
員

彩
花
菜
館
の
出
荷
者※金額は市内、旧喜入町、旧頴娃町に居住する

個人・法人が対象です。市外の場合は、一部
金額が変更します。

個人 法人
入会金 1,000円 5,000円
年会費 2,000円 3,000円

販売
手数料

生鮮品（農水産物など）は売上額
の20％、加工食品や工芸品は売上
額の25％、保冷庫が必要な場合は、
さらに５％が加算されます。

　桜咲く会場内に、懐かしのオールドカーが
勢ぞろいします。また、特産品市場「いぶす
きマルシェ」も同時開催します。
■時間　10：00～14：30
■場所　かいもん山麓ふれあい公園内
　　　　レクリエーション広場
■入場料　無料

問い合わせ先　
　九州オールドカーフェスタin指宿かいもん
　実行委員会事務局（観光課観光交流係内）
　☎㉒2111（内線325）

名車・珍車が勢ぞろい九州

３月30日（日）開催

　

市
弓
道
連
盟
で
は
、
初
心
者
か

ら
経
験
者
ま
で
を
対
象
に
、
弓
道

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
２
日（
水
）〜
７
月

16
日（
水
）の
毎
週
水
・
金
曜
日

■
時
間

○
14
時
〜
16
時

○
18
時
〜
20
時

■
場
所　

指
宿
弓
道
場

■
対
象　

市
内
居
住
の
社
会
人

■
参
加
料　

５
０
０
０
円

■
用
具　

主
催
者
側
で
準
備
し
ま

す
。

■
申
込
方
法　

期
間
中
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他　

練
習
日
程
や
参
加
料

な
ど
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
弓
道
連
盟　

小
村
薦

　

☎
㉒
４
４
４
１

○
指
宿
総
合
体
育
館
（
市
民
ス
ポ

ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

　

☎
㉗
０
２
０
３

問
い
合
わ
せ
先

　

市
弓
道
連
盟　

小
村
薦

　

☎
㉒
４
４
４
１

　

市
営
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し
で

は
、
土
・
日
曜
日
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
、
夏
休
み
期
間
な
ど
の

繁
忙
期
に
従
事
す
る
登
録
パ
ー
ト

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

50
人

■
勤
務
時
間

○
８
時
30
分
〜
17
時
の
う
ち
５
・

５
時
間
（
休
憩
あ
り
。
状
況
に

よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
や
延
長

が
あ
り
ま
す
。）

○
11
時
〜
15
時
（
休
憩
な
し
）
の

時
間
限
定
で
も
可
。

■
勤
務
日
数　

月
15
日
以
内

■
勤
務
内
容　

接
客
、
配
膳
お
よ

び
片
付
け

■
賃
金

○
一
般　
　

時
給
７
７
３
円

○
高
校
生　

時
給
７
３
８
円

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
本
人
が
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
20
日（
木
）

※
登
録
し
た
人
全
て
に
業
務
が
発

生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

市
営
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し

☎
32
２
１
４
３

　

２
月
26
日（
水
）に
開
会
し
た
平

成
26
年
第
１
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
、
議
会
を
同
時
中
継
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　

国
は
、
月
別
自
殺
者
が
最
も
多

い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
本
県
に
お
い

て
も
年
間
４
０
０
人
前
後
の
人
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
原
因
は
複
雑
で
、
そ
の

背
景
に
は
心
や
体
の
健
康
問
題
、

経
済
・
生
活
問
題
、
家
庭
問
題
の

ほ
か
、
人
生
観
・
価
値
観
や
地
域
・

職
場
環
境
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
人
が
い
る
場
合
は
、
そ

の
人
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
き
、

必
要
が
あ
れ
ば
相
談
を
勧
め
て
く

だ
さ
い
。

　

自
殺
は
、
決
し
て
個
人
の
問
題

で
は
な
く
、
身
近
な
社
会
問
題
で

す
。
自
殺
に
つ
い
て
の
誤
解
や
偏

見
を
な
く
し
、
社
会
全
体
で
自
殺

を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
３
８
５
４

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
、
そ
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

乗
っ
て
い
な
い
車
両
や
他
人
に

譲
っ
た
車
両
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

な
い
と
、
軽
自
動
車
税
は
そ
の
ま

ま
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

原
付
・
小
型
特
殊
（
農
耕
用
・
そ

の
他
）
・
ミ
ニ
カ
ー

各
問
い
合
わ
せ
先
窓
口
で
の
手

続
き
に
な
り
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

１
２
５
㏄
を
超
え
る
単
車
・
軽
四

輪
自
動
車

県
軽
自
動
車
協
会（
鹿
児
島
市
）

で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
な
ど
を
事
前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９-

２
６
１-

４
０
１
１

問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

○
山
川
税
務
係

　

☎
34
１
１
１
８

○
開
聞
税
務
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

弓
道
教
室
の

参
加
者

唐
船
峡
パ
ー
ト
の

登
録

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

不
要
な
単
車
等

廃
車
の
手
続
き
を

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間

お
知
ら
せ

【本会議予定】 

３月₁₈日（火） 一般質問

３月₁₉日（水） 一般質問

３月₂₀日（木） 一般質問

３月₂₆日（水） 最終日
（委員長報告、表決など）

オールドカーフェスタ
in指宿かいもん
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Information情 報 掲 示 板

　

４
月
１
日
以
降
、
70
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
に
係
る
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
負
担
は
、
誕

生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降

の
人
か
ら
２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で

に
70
歳
に
達
し
て
い
る
前
期
高
齢

者
は
、
75
歳
に
到
達
す
る
ま
で
１

割
負
担
の
ま
ま
据
え
置
く
、
軽
減

特
例
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
役
並
み
所
得
者
（
一

定
の
基
準
以
上
の
所
得
者
）
は
、

年
齢
に
関
係
な
く
３
割
負
担
と
な

り
ま
す
。　

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え

　

現
在
、
負
担
割
合
が
「
２
割
（
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

と
表
示
さ
れ
た
保
険
証
を
持
つ
前

期
高
齢
者
は
、
保
険
証
を
切
り
替

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者

に
は
３
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証

を
送
付
し
ま
す
の
で
必
ず
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
身
分
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
原
則
と

し
て
新
た
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
変
更
事
項
が
氏
名
や

本
籍
の
都
道
府
県
名
で
あ
る
場
合

に
限
り
、
現
在
は
「
記
載
事
項
の

訂
正
（
訂
正
旅
券
）」を
行
う
こ
と

も
可
能
で
す
。
し
か
し
訂
正
旅
券

で
は
、
変
更
内
容
が
Ⅰ
Ｃ
チ
ッ
プ

な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
ま

で
更
新
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

出
入
国
の
際
に
時
間
が
掛
か
っ
た

り
、
質
問
を
受
け
た
り
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

旅
券
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

３
月
20
日（
木
）か
ら
こ
の
「
記
載

事
項
の
訂
正
（
訂
正
旅
券
）」は
廃

止
と
な
り
、
以
降
は
「
記
載
事
項

変
更
旅
券
」
と
い
う
新
た
な
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

訂
正
旅
券
は
引
き
続
き
使
用
で

き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
新
規
の

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
―
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
８
）

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp/

　

市
で
は
、「
介
護
保
険
住
宅
改
修

受
領
委
任
払
い
登
録
事
業
者
」
を

指
定
す
る
た
め
の
研
修
会
を
行
い

ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

こ
の
研
修
会
に
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
10
日（
木
）14
時
〜

■
場
所　

指
宿
庁
舎
３
階
大
会
議

室
Ａ

■
申
込
方
法　

長
寿
介
護
課
介
護

保
険
係
ま
た
は
山
川
・
開
聞
支

所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係
に

設
置
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
設
置
場
所

の
窓
口
に
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
31
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
長
寿
介
護
課
介
護
保
険

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

FAX
㉔
４
３
４
２

医
療
費
の
窓
口
負
担

パ
ス
ポ
ー
ト
の
制
度
が

変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
住
宅
改
修

受
領
委
任
払
い
登
録

事
業
者
の
研
修
会

春
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に

雑
草
な
ど
の
生
育
が
旺
盛
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
作
物
に
寄
生
す
る

害
虫
の
発
生
も
多
く
な
り
ま
す
。

ほ
場
周
辺
の
雑
草（
害
虫
の
餌え

さ

、す

み
か
）を
取
り
除
く
こ
と
で
、ア
ブ

ラ
ム
シ
類
、
ス
リ
ッ
プ
ス
類
、
ヨ

ト
ウ
ム
シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類
、
ハ
モ

グ
リ
バ
エ
類
な
ど
の
繁
殖
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
手
や
あ

ぜ
道
の
草
を
刈
り
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
環
境
整
備
に
努
め
ま
し
ょ

う
。ポ

イ
ン
ト
と
な
る
時
期
は
、
害

虫
が
増
え
る
前
、
雑
草
が
大
き
く

な
る
前
、
花
が
咲
く
前
な
ど
年
４

回
が
効
果
的
で
す
。

○
害
虫
の
餌
や
す
み
か
が
少
な
く

な
り
、
密
度
が
低
下
し
害
虫
被

害
が
軽
減
し
ま
す
。

○
害
虫
が
運
ぶ
病
害
（
ア
ブ
ラ
ム

シ
な
ど
や
ス
リ
ッ
プ
ス
類
が
伝

染
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
な
ど
）
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
農
薬
散
布
回
数
が
減
り
、
農
薬

　

代
の
軽
減
や
農
薬
散
布
に
よ
る

人
体
へ
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

○
農
産
物
な
ど
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
が
り
、
景
観
や
環
境
も
良

く
な
っ
て
、
観
光
地
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

環
境
整
備
の
時
期

期
待
さ
れ
る
効
果

病
害
虫
対
策
は
、
ほ
場
周
辺
の
雑
草
対
策
か
ら

環
境
整
備
　
病
害
虫
防
除

病
害
虫
防
除

で
　
　
　
　
　
を

ポイントとなる期間
１回目  ３月₁₀日～₃₁日の間

２回目  ５月₁₀日～₃₁日の間

３回目  ８月₁₀日～₃₁日の間

４回目 ₁₀月₁₀日～₃₁日の間

【環境整備の時期】

※地域一体となって、一斉に取り
　組むと効果が高くなります。

前
期
高
齢
者

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
５

％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
８
％
の
う
ち
１
・
７
％
は
地

方
消
費
税
と
し
て
都
道
府
県
の
収

入
に
な
り
、
そ
の
半
分
が
市
町
村

へ
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
上
げ
ら
れ
た
地
方
消
費
税

は
年
金
や
医
療
、
介
護
と
い
っ
た

社
会
保
障
給
付
費
や
、
少
子
化
対

策
な
ど
の
経
費
と
し
て
、
還
元
さ

れ
ま
す
。

　

地
方
消
費
税
は
、
県
や
市
町
村

を
支
え
る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
県
税
務
課
間
税
係

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
２
０
２

　

開
聞
地
域
で
は
、
粗
大
ご
み
の

収
集
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
粗
大

ご
み
収
集
所
が
設
置
さ
れ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
地
区
公
民
館
長
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
日

３
月
26
日（
水
）

川
尻
区
・
松
原
田
集
落

■
注
意
事
項

○
特
大
の
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も

の
は
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な

い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、
粗
大
ご
み

は
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

○
扉
の
あ
る
も
の
は
、
開
か
な
い

よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
し

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
分
解
す
る
な
ど
小

さ
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
時
間
外
に
出
さ
れ
た
ご
み

に
つ
い
て
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

開
聞
地
域
の

粗
大
ご
み
収
集

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

　

南
鹿
児
島
湯
っ
た
り
船
旅
き
ば

れ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で

は
、
本
市
お
よ
び
南
大
隅
町
に
よ

る
広
報
紙
記
事
交
換
掲
載
「
よ
か

と
こ
通
信
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

広
報
紙
を
利
用
し
て
両
市
町
の

地
域
情
報
を
相
互
に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
両
半
島
を
往
来
す
る

交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
、
山
川
・

根
占
航
路
の
安
定
運
航
と
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
情
報
を
た
よ
り
に
フ
ェ
リ

ー
に
乗
っ
て
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

南
鹿
児
島
湯
っ
た
り
船
旅
き
ば

れ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

事
務
局
（
商
工
水
産
課
商
工
運

輸
係
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
２
）

広
報
紙
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　よかとこ通信は、広報紙の紙面を活用して、指
宿市と南大隅町の地域情報（イベント・観光地な
ど）を相互に発信し、両市町の魅力を紹介するコ
ーナーです。指宿市の話題を南大隅町の広報紙で
掲載し、南大隅町の話題を本市の広報紙で紹介し
ています。

　佐多岬は北緯31度線上に位置し、南端の断崖か
ら50ｍ沖の大輪島に日本最古の一つである佐多岬
灯台があります。
　平成24年10月末に佐多岬展望公園に通じる旧ロ
ードパークを町が購入し、岬への通行が無料化さ
れてから大幅に来場者が増えています。現在、再
開発にむけて調査・設計等が進んでいます。
　山川・根占航路を使い、佐多岬にタクシーでお
でかけ予定の方には補助もありまのでお問い合わ
せください。

ま
ち
の
情
報
交
換

よ
か
と
こ
通
信

問い合わせ先　南鹿児島湯ったり船旅きばれ交通ネットワーク協議会事務局　☎㉒2111（内線312）

まちの情報交換

フェリーに乗って出掛けよう

本土最南端「佐多岬」本土最南端本土最南端

今月の話題

現行 ４月１日以降

消費税率 4.0% 6.3%

地方消費税率 1.0% 1.7%　
　県　　1/2

市町村　1/2

合計 5.0% 8.0%

ほ場の環境整備を
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反
田
川
の
雑
草
が
取
ら
れ

　
　
　

て
と
て
も
気
持
ち
が
い
い

で
す
。

　
　
　
　

（
₆₁
歳　

あ
け
り
ん
）

　
　
　

は
私
た
ち
の
心
に
潤
い
と

　
　
　

安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。
き
れ
い
な
川
を
、
み
ん

な
で
守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　

年
、
息
子
が
菜
の
花
マ
ラ

　
　
　

ソ
ン
に
初
挑
戦
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
会
場
ま
で
送
り
迎
え

を
し
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
夕
方

遅
く
ま
で
ス
タ
ッ
フ
が
き
び
き
び

と
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
本
当

に
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

大
会
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　

（
₅₉
歳　

か
ぐ
や
姫
）

　
　
　

の
花
マ
ラ
ソ
ン
を
毎
年
、

　
　
　

ス
タ
ー
ト
地
点
〜
開
聞
〜

最
終
区
間
の
沿
道
で
応
援
し
て
い

ま
す
。
開
聞
で
応
援
し
て
い
る
時
、

茶
ぶ
し
や
ふ
か
し
イ
モ
の
差
し
入

れ
に
、「
体
が
温
ま
る
」「
お
い
し
い
」

な
ど
と
参
加
者
が
言
っ
て
い
ま
し

た
。
指
宿
の
「
お
・
も
・
て
・
な
・

し
」
の
心
遣
い
に
満
足
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

（
₂₉
歳　
ｗ
ａ
ｈ
ａ
ｈ
ａ
マ
マ
）

　
　
　

２
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ

　
　
　

ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
行
わ

れ
る
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン

大
会
。
指
宿
の
「
お
も
て
な
し
」

は
、
流
行
語
に
な
る
前
か
ら
多
く

の
市
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
指
宿

の
お
も
て
な
し
が
、
全
国
に
広
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　

月
₁₂
日
、
菜
の
花
マ
ラ
ソ

　
　
　

ン
の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

家
の
近
く
か
ら
家
族
み
ん
な
で
１

時
間
く
ら
い
応
援
し
ま
し
た
。
手

を
た
た
く
の
に
、
ち
ょ
っ
と
痛
か

っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

て
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
来
年
も

応
援
行
く
ぞ
っ
!!

　
　
　
　
　

（
₁₃
歳　

し
ょ
う
）

　
　
　

年
も
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ス
チ

　
　
　

ュ
ー
ム
を
着
た
ラ
ン
ナ
ー

が
、
沿
道
で
応
援
す
る
人
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

　
　
　

は
19
歳
な
の
で
、
ま
だ
選

　
　
　

挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
₂₀

歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
選
挙
に
行

き
ま
す
。
生
活
し
や
す
い
国
に
な

る
よ
う
に
。

　
　
　

（
₁₉
歳　

ク
ー
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

挙
は
、
私
た
ち
の
意
見
を

　
　
　

政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
代
表
者
選
び
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
選
挙
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と

で
、
政
治
が
も
っ
と
身
近
な
も
の

に
な
り
ま
す
。

　
　
　

川
地
区
の
ご
み
出
し
カ
レ

　
　
　

ン
ダ
ー
、
今
の
福
元
、
町
、

大
山
、
利
永
か
ら
大
山
、
利
永
、

浜
、
徳
光
に
変
更
し
た
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
れ
ば
移
動
距
離
も
短
く
な

る
し
、
収
集
時
間
も
速
く
な
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

　

（
₅₄
歳　

ま
み
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

　
　
　

み
の
収
集
地
区
の
割
り
振

　
　
　

り
は
、
出
さ
れ
た
ご
み
を

１
日
で
回
収
で
き
る
よ
う
、
世
帯

数
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
、

出
さ
れ
る
ご
み
の
量
な
ど
を
基
に

決
め
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

宿
駅
前
で
の
中
国
の
旧
正

　
　
　

月
「
春
節
」
に
合
わ
せ
て

の
イ
ベ
ン
ト
は
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
力
を
合

わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
町
お
こ

し
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

（
₄₃
歳　

ト
ー
マ
ス
）

　
　
　

酎
や
豚
汁
な
ど
が
観
光
客

　
　
　

ら
に
振
る
舞
わ
れ
た
春
節

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
地
域
の
団
結

力
が
、
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
　
　

西
方
区
内
の
今
獄
神
社
の

　
　
　

上
に
あ
る
「
博
山
荘
」
は

す
ば
ら
し
い
で
す
よ
。

（
₆₅
歳  

か
わ
い
ゝ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

人
の
自
宅
の
庭
で
、
日
本

　
　
　

庭
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造

ら
れ
て
い
る
博
山
荘
。
地
域
の
人

た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

二

１

私 今

草花がとてもきれいな博山荘

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

今菜

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

選

焼

川

約

山

指新個

ご

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

漫画で学ぶ漢文入門
渡辺　精一（監修）
横山　光輝（画）
成美堂出版

図書館からのお知らせ
Let's play in English（えいごであそぼう）を開催
　指宿図書館では、ALT（外国語指導助手）、ヘ
デガード・ハナさんが中心になり、英語でのお
はなし会を行っています。
■日時　毎月第３日曜日　13：30～（30分程度）
■場所　絵本コーナー
■内容　英語での指あそびやジェスチャーあそ

び、絵本の読み聞かせなど
※申し込みは不要です。誰でも参加できます。
一箱古本市を開催します…………………………
　指宿図書館では、市民による市民のための古
本市を開催します。家庭で不要になった本を持
ち寄りませんか。なお出品には、事前の申し込
みが必要です。次の事項を確認の上、指宿図書
館の窓口か電話で申し込んでください。
■日時　５月４日（日）　10：00～16：00
　搬入は９：00～９：50 　撤収は16：00～17：00
※出品できる本は段ボール１箱で、大きさは問

いません。残った本は各自お持ち帰りくださ
い。

■場所　指宿図書館正面玄関前のスペース
■募集期間　３月11日（火）～４月13日（日）
■募集定員　20人（先着順）
※雨天時は中止となります。

今 月 の お す す め

たべものくらべっこえほん
高岡　昌江（文）
すがわらけいこ（絵）
柳沢　幸江（監修）
学研教育出版

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

３
月
の
広
報
ご
よ
み

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　漢文や古代から明治までの中国史など、各時代に生
み出された文学作品について、横山光輝の漫画と大き
な文字で分かりやすく解説する。知識ゼロからでも理
解できる、漢文の入門書として最適な１冊。

【内容】
　キャベツとレタス、ミカンと夏ミカン、シャーベッ
トとアイス、バターとマーガリン…。似ていて、間違
いやすい食べ物の違いをイラストで分かりやすく解説
します。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：00～14：40

よるのおはなし会（指宿図書館）………19：30～20：00
演じ手：おはなし風の会の皆さん

おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：堀之内ミネ子さん

Let's play in English（えいごであそぼう）
（指宿図書館） ……………………………13：30～

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜

火曜

８日

22日

14日

16日

16日

献本 恒吉　麻美 さん
次の方から献本がありました。

３月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日

行　

事　

な　

ど

1
土
珠た

ま

雛び
な

の
絵
付
け
体
験（
〜
２
日
）

2
日
山
川
ツ
マ
ベ
ニ
少
年
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

3
月

4
火

5
水
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会

6
木
心
の
健
康
相
談

7
金
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示（
〜
₁₆
日
）

8
土
春
の
木
市（
〜
₂₃
日
）

「
い
ぶ
た
ま
」運
行
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

9
日
丹
波
小
吹
奏
楽
部
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

10
月

11
火

12
水

13
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

14
金

15
土
砂
む
し
の
里「
交
流
の
広
場
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

16
日
ト
ロ
コ
ニ
ー
デ
開
聞
岳
山
開
き

結
い
の
集
い

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

17
月

18
火

19
水

20
木
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

移
動
年
金
相
談

21
金　
春
分
の
日

22
土

23
日

24
月

25
火

26
水
粗
大
ご
み
収
集
日（
川
尻
区・松
原
田
集
落
）

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

27
木
比
島
戦
没
者
慰
霊
祭

28
金

29
土

30
日
九
州
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
指
宿
か
い
も
ん

と
っ
て
お
き「
お
花
見
」ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
オ
ー
ク

31
月 曜

子どもたちもお手伝い

両岸の菜の花がきれいな二反田川
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今は小さいけど、大き
く健やかに育ってね。

竹部なずなちゃん
元気な姿で生まれてき
てくれてありがとう

山﨑　愛
え ま

麻ちゃん
すくすく大きくなりま
すように!!

笑顔がすてきな優しい
女の子になってね

増田　駿
しゅんぺい

平ちゃん

町中　陽
ひ な

愛ちゃん

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

元気が一番、明るく優
しい子に育ってね！

明るく元気にスクスク
育ってね☆

小城原彩
いつき

月ちゃん濵田勘
かんたろう

太郎ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

*s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

市
で
は
、
市
政
や
地
域
活
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
企
画
・

運
営
に
携
わ
る
人
を
募
集
し
、「
人

材
リ
ス
ト
」
へ
の
登
録
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
60
人
が
各
分
野
へ
登
録

さ
れ
、
市
の
審
議
会
の
委
員
や
講

師
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
居
住
、
勤
務
、
あ
る
い

は
活
動
の
場
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
人
で
、
次
の
分
野
に
お
い

て
、
専
門
知
識
を
有
す
る
人

■
分
野

男
女
共
同
参
画
・
人
権
、
子
育

て
・
家
族
、
医
療
・
保
険
、
福

祉
・
介
護
、
法
律
・
行
政
、
地

域
活
動
、
環
境
、
文
化
・
芸
術
、

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
農
林
水
産

業
・
商
工
業
・
観
光
、
報
道
・

情
報
・
通
信
、
建
築
・
土
木
、

語
学

■
応
募
方
法

市
民
協
働
課
に
設
置
し
て
あ
る

人
材
リ
ス
ト
登
録
カ
ー
ド
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
持

参
、
ま
た
は
郵
送
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録

カ
ー
ド
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp/

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

指
宿
地
域

岩
本　

愛あ
い
か叶　

大
園
原　

義　

人

と
も
み

福
添　

智ち

さ佐　

宮
ヶ
浜　

勇　

人

佐
智
子

下
吹
越
せ
り
か　

宮
ヶ
浜　

昭　

弘

さ
や
か

福
富　

光み

ゆ優　

柳　

田　
　

健　
英　

子

迫　
　

弥み
ひ
ろ尋　

柳　

田　

圭　

弘

み
さ
き

西　

ひ
か
り　

潟　

口　
　

隆　
美
喜
子

山
﨑　

愛え

ま麻
※　

迫　

南　
　

兆　
彩　

乃

竹
部
な
ず
な
※　

迫　

北　

真　

成

亜
矢
子

増
田　

駿し
ゅ
ん
ぺ
い平

※　

下　

里　
　

実　
由　

美

山
川
地
域

鮫
島　

未み

み実　

町
６
区　

甚　

一

美　

穂

白
濵　

花か

ほ帆　

森
松
東　

俊　

和

マ　

ヤ

田
畑　

汐せ

な夏　

森
松
西　

光　

裕

陽　

子

東　
　

朋と
も
な菜　

小
川
中　

日
出
光

正
夜
加

開
聞
地
域

谷
村　

舞ま
い
か香　

中　

組　

直　

樹

さ
ゆ
り

野
田
琉る

き

や
恭
也　

荒　

田　

克　

也

美　

玖

濵
上　

陽ひ
な
み南　

松　

原　
　

剛　
百　

華

上
村　

心み

と人　

川
尻
中　

繁　

輝

美　

紀

松
浦　

寛ひ
ろ
た
か敬　

川
尻
中　

信　

敬

里　

美

市
外

御
領
ひ
な
た　
鹿
児
島
市　

博　

昭

美
沙
紀

永
山　

夢め

い唯　

愛
媛
県

新
居
浜
市　

祐　

介

友　

雅

麻
原　

壮そ
う
た太

※　

大
阪
府

大
阪
市　

将　

平

智　

子

町
中　

陽ひ

な愛
※　

長
崎
県

長
崎
市　

俊　

文

温　

菜

田
中　

侑ゆ

ら來　

兵
庫
県

神
戸
市　

将　

嗣

な
な
美

小
城
原
彩い
つ
き月

※　

福
岡
県

北
九
州
市　
　

有　
み
ず
ほ

山
川
地
域

前　

田　
カ
メ
マ
ツ　

95　

徳
光
苑

山　

下　

ト
ミ
子　

74　

西　

村

東　
　
　

ト
ヨ
子　

97　

後
馬
場

山　

本　

登
喜
子　

75　
　

寺　

池　

田　

治　

美　

50　

清　

水

福　

﨑　

ミ　

ネ　

85　

下　

原

西　

田　

五　

月　

87　

市
山
上

外　

薗　

治　

則　

66　
　

迫　

西　
　
　

シ
ヅ
ミ　

89　

中
小
路

福
ケ
迫　

サ　

ミ　

83　

神
方
上

前　

村　

善　

文　

58　

平　

原

宮　

田　

ト
シ
子　

80　

大　

石

番　

匠　

道　

雄　

76　
　

春　

上　

村　

正　

範　

92　

今　

村

東　

畑　

サ　

エ　

91　

東　

下

堂　

薗　

ミ
サ
子　

84　

中　

村

酒　

賀　

友　

江　

100　
町
5
区
西

森　

永　

辰　

男　

85　

高　

尾

佐
々
野　

力　

康　

81　
町
5
区
東

湯　

元　

ワ　

サ　

94　

東　

道

畠　

中　

由
知
子　

62　

市
山
下

開
聞
地
域

物　

袋　

ト
ミ
ヱ　

95　

物　

袋

新　

吉　

常
次
郎　

73　

入　

野

今　

井　

傳　
　
　

63　

入　

野

上
四
元　

ツ
ル
エ　

92　

中　

組

西　

山　

幸　

夫　

79　

川
尻
北

松　

澤　

利　

雄　

59　

物　

袋

　
　

田　

ハ
ル
ヱ　

93　

荒　

田

加　

治　
　
　

貢　

76　

上　

手

中　

野　

武　

道　

73　

坂　

下

市
外

　
　
　
　

桂
太
郎　

87　

霧
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

山
川
福
祉
交
流
会

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

１
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

指
宿
地
域

呉　
　
　

ユ
ミ
子　

84　
摺
ヶ
浜
北

増　

永　

新　

一　

30　

垂　

門

野　

元　

ス　

エ　

104　

尾　

掛

西　

山　

フ　

ヂ　

96　

湯
之
里

中　

村　

重　

雄　

93　

下
吹
越

折　

田　

キ　

ヨ　

97　

浜　

西

吉　

﨑　

好　

子　

91　

道　

上

下
之
園　

裕　

久　

59　

片
野
田

日　

高　

サ
チ
子　

69　

湯
之
里

有　

留　

正　

已　

84　

下
吹
越

下
西
ノ
園　

親
義　

86　

潟　

口

肥　

後　

八　

重　

100　
大
牟
礼
西

澤　

山　

重　

俊　

86　

細
田
西

樋　

園　

ノ　

リ　

91　

道
下
上

前　

原　

清　

治　

65　

上　

東

渡　

瀨　
　
　
　
　

78　

迫　

北

今　

村　

テ
ル
エ　

86　

道
下
上

小　

村　

ナ
ル
子　

82　

片
野
田

向　

吉　
　
　

文　

71　

向　

吉

鶴　

田　

義　

治　

65　

下　

門

濵　

﨑　
　
　

厚　

82　

湊　

中

田　

渕　

盛　

雄　

83　

片
野
田

　
　

森　

國　
　
　

68　

田
之
畑

川　

口　

イ
チ
ヱ　

88　

高
野
原

小　

田　

カ
ス
子　

85　

北
十
町

山　

王　

秀　

夫　

90　

丈　

六

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

壮大で強い男の子に育
ってね。

麻原　壮
そう た

太ちゃん【福岡市】

あ
な
た
の
力
を

　
　
　
活い

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

登録者

人材リスト
（市民協働課）

市民団体等

委
員
・
講
師
等
と
し
て
参
加

登
録
カ
ー
ド
提
出

問
い
合
わ
せ

紹

　介

①

④

②③
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分かりやすい医療の話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　相良　晃一

Doctor

いびきと睡眠時無呼吸症候群

ま
す
。
離
婚
の
原
因
と
も
成
り
得
ま

す
。

　

ま
た
、
い
び
き
が
ひ
ど
く
な
る
と
、

喉
が
閉
塞
し
た
状
態
と
な
り
、
無
呼

吸
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
血

液
中
の
酸
素
濃
度
の
低
下
を
招
き
、

睡
眠
レ
ベ
ル
が
浅
く
な
る
こ
と
で
、

睡
眠
の
質
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
熟
睡
が
で
き
な
い
状
態
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
昼
間
の
活
動
に
支

障
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
や
運
転
に
お
い
て
は
、
強
い
眠

気
に
よ
っ
て
集
中
を
欠
き
、
事
故
を

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
低
酸
素
に
よ
り
心
臓
へ
の

負
担
が
増
し
、
心
不
全
を
来
し
た
り
、

高
血
圧
の
原
因
と
な
り
、
二
次
的
に

は
動
脈
硬
化
か
ら
脳
卒
中
の
原
因
に

も
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
状
態
に

至
る
病
態
が
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
で
す
。

　

習
慣
性
い
び
き
患
者
の
約
８
分
の

１
が
、
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
状
態
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
び
き
が

ひ
ど
く
、
呼
吸
停
止
が
し
ば
し
ば
認

め
ら
れ
る
人
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

早
め
の
病
院
受
診
お
よ
び
検
査
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

検
査
は
、
睡
眠
中
の
血
中
酸
素
濃

度
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
装
置
を
装
着
す

　

い
び
き
と
い
う
の
は
、上
気
道（
喉
）

が
狭
く
な
り
、
呼
吸
に
伴
い
喉
が
振

動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

　

喉
が
狭
く
な
る
原
因
と
し
て
は
、

肥
満
お
よ
び
も
と
も
と
の
骨
格
が
、

い
わ
ゆ
る
小
顔
で
顎
が
小
さ
い
状
態

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
疲

れ
や
飲
酒
に
よ
り
舌
の
筋
力
が
落
ち

て
喉
が
狭
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
い
び
き
で
す
が
、
ほ
ぼ
毎
晩

か
く
人
が
男
性
で
21
％
、
女
性
で
６

％
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

圧
倒
的
に
男
性
優
位
で
、
ピ
ー
ク
は

男
女
と
も
に
働
き
盛
り
の
50
歳
代
と

い
う
の
が
特
徴
で
、
女
性
で
は
閉
経

後
に
急
増
す
る
よ
う
で
す
。

　

い
び
き
は
、
他
人
に
多
大
な
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
や
、
羞
恥
心
の
た
め
、

団
体
旅
行
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
背
負
い

る
こ
と
で
行
い
ま
す
。
装
置
は
貸
し

出
し
で
き
ま
す
の
で
、
検
査
は
自
宅

で
行
え
、
入
院
な
ど
は
不
要
で
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
治
療
は
検
査
の
結
果
に

よ
っ
て
、
軽
症
の
場
合
は
マ
ウ
ス
ピ

ー
ス
の
作
成
な
ど
で
対
処
し
ま
す
。

中
等
度
以
上
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
場
合
は
、

持
続
的
気
道
陽
圧
療
法
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）

の
適
応
と
な
り
ま
す
。
睡
眠
時
に
鼻

に
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
就
寝
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
び
き
は
消
失
し
、

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
病
状
も
劇
的
に
改
善
し
ま

す
。
私
自
身
も
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
行
っ
て

お
り
、
治
療
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
び
き
お
よ
び
睡
眠
時　

無
呼
吸
症

候
群
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。

身
に
覚
え
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
医
療
機
関
で
検
査
、

治
療
が
可
能
で
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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